
 

 

 

 

 

 

 

 2024年 2月 22日（木）に明石市立松が丘小学校と柏市立土

小学校がオンラインで研究交流会を開催します。昨年 7月 23

日に第 1回研究交流会として両校のカリキュラム・デザイン

を中心に交流を行いました。今回は第 2弾として、学年層に

分かれて具体的な実践の交流をおこないます。両校は、“地

域を活かし、地域とつながった学び”をデザインし、カリキ

ュラム・マネジメントをベースに、“いい学校づくり＝いい

まちづくり”の仕組を創ろうとしています。“地域とつなが

りながら地域を学び、地域で学ぶ地域単元”がコミュニテ

ィ・スクールへの先生方のアプローチになっています。両校

の“地域とつながりながら地域を学び、地域で学ぶ地域単

元”にこの機会にたくさんの方に触れていただけたらと思い

ます。 

 

１． 日 時  ２０２４年２月２２日（木） 

１５：４５～１６：４５（学年層に分かれての流れ解散方式） 

２． 方 法  オンラインで実施（Webex）申込後、入室 ID/PWはお知らせします 

３． 内 容  （１）開会・両校研究紹介 

（２）学年層交流（今回のメインです）  

          ・学年層の交流の記録を後日公開 

          ・学年層で区切りのついたところで学年層ごとに終了 

           学年層会議室 

            〇会議室１（低学年層）     

            〇会議室２（中学年層）     

〇会議室３（高学年層） 

〇会議室４（学校経営） 

４．申 込  申込フォームよりお申込みください 

       対象は学校関係者・市民（市内外を問いません） 

 こうした校内研究の交流が他にも明石市内の学校間でチャレンジが始まっています。ICT環境が

整ってきたからできる取組であり、こうした学校間を超えた交流が、そしてオープンな交流がこ

れからの時代の学びを創っていくと考えています。 

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  

未来を創り 社会を支える 新たな学びと育ちのシステムづくり 
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第 2回松が丘小学校＆土小学校研究交流会が開催されます 

QR コードを読み

取ってください。 

申込フォームにつ

ながります。 



  明石小学校コミセンで毎月開かれている“にじいろの会”に今月も参加

させていただきました。毎回工夫されたアイスブレイクが用意され、今回は

自己紹介をかね「最近読んだ本」の紹介でした。今回は、「今日、誰のため

に生きる？」の本で盛り上がりました。“アフリカにある、しあわせがずっ

と続くブッシュ村で、村人と共に生活する中で、生きる喜びを知っていく”

という物語です。読まれて自分自身を大切にすることは、他の人の生き方も

大切にすることになると生き方に関わる感想を紹介されました。また、日本

人には「虫の声」は心地よく聞こえるが、外国人には「虫の声」は聞こえな

いといった話も紹介されました。初めて聞いたことなので、とても衝撃的でした。私たちは日本

語を話すことで、ノイズとしてではなく、心地よい「虫の声」として聞こえるのはとっても幸せ

なことなんですね。「今日、誰のために生きる？」は大人気だそうです。最近あまり本屋さんに

足を運んでいない私は、どんな本が平積みになっているのか分からない状況です。本屋さんは世

の中を知る情報を得られる大切な場所なんだと反省しつつ、今回もポチってしまいました。 

 いつもこんな和やかな雰囲気の中で、お母さん方がこれからの時代の学びに向かい合っておら

れる姿に触れられます。こうした対話があるから、お母さん方の生の想いに触れることができる

んですね。タウンミーティングや、いどばた会議といった大きな対話の場も必要です。また、こ

うした人がちょっと集まって対話ができる場も必要です。いろいろな対話の場が広がっていけば

いいなと思います。 

 体験してみて今回の“ブックトーク”のような形はとても対話に入りやすいと感じました。コ

ロナ禍の中、朝霧小の先生と地域の方が Zoom体験目的で、Zoomを使ってブックトークにチャレン

ジしました。ブックトークを活用すれば、対面とオンラインのハイブリッドの対話も気軽に始め

られるのではと感じました。「本」には人の関心を刺激する力があります。その刺激が人と人を

つないでいくのではと感じます。そんな「本」を通しての対話から、対話の場を設けてみるのは

いかがでしょうか。 

各校のホームページを

見てみると、“コミュ

ニティ・スクール”の

ページが少しずつ充実

してきていると感じま

す。地域みんなでめざ

す方向性がわかるイメ

ージ図や学校運営協議会の様子、地域をベースにしたプロ

ジェクト学習の様子、地域の中での学びの紹介など、各校

の工夫が見られます。学校での学び、地域での学び、家庭

での学びがこうした発信の中で、シームレスになっていく

のではと考えます。学校＆地域の発信力が人をつなげてい

くのかもしれないですね。                      （文責：北本） 

今月の“にじいろの会” 

 

ホームページを見てみると  

 

「こどもカフェ」防災教室」 



 


